






































































One year Appropriation（Annual Appropriation）・Multi year Appropriation・No year Appropriationである。
　One year Appropriationは１年以内に予算執行が完了する予算、Multi year Appropriationは複数年以内に予算執
行が完了する予算、No year Appropriationは予算執行に期限が定められていない予算である。
表１：アメリカのAppropriationの種類
１. One year Appropriation（OYA） １年以内に予算執行が完了する予算
２. Multi year Appropriation（MYA） 複数年以内に予算執行が完了する予算


































　元来、年度概念は複数存在する。一般的に暦年（Calendar year）・会計年度（Fiscal year）・学校年度（School 


















































































































て以下のように説明している。unspent moneyにはobligated unspent money（用途確定未使用金）とunobligated 









⑿　アメリカでは大統領直属のOMB（Office of Management and Budget：行政予算管理局）が競争的資金制度の
関連規定等を整備し恒常的に制度改革を支援している。
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